
丹波中学校だより

清 流 の 辺

１０月７日（水），大月市総合
体育館に於いて支部新人戦卓球
大会がありました。男子団体は，

上野原中学校に競り負けてしまいましたが，１１月７日・８日に行われる県大会に
向けてさらに練習に励んで欲しいです。また，５日には３年生の夏実さんが激励を
兼ねてエールを送りました。エールの言葉を胸に戦ったと思います。

エールの言葉
舩木俊成君 … 強い心 嶋﨑龍弥君 … 開き直り
岡部晃也君 … 負けない心 廣瀬 賢君 … 集中力
高木 倫君 … 意地 近藤友香さん… 自信

結果は以下の通りです。

<男子団体> 丹波中 ０－３ 上野原西中

丹波中 ２－３ 上野原中

<男子個人> ３位：廣瀬賢君

<女子個人> リーグ戦敗退

１０月１日（木），学級役員任命式を行いまし
た。後期に
は，丹菅音

楽祭や学習発表会，３年生を送る会など，
前期と同様多くの活動があります。任命され
れた正副委員長は学級をまとめ目標に向かっ
て邁進していきましょう。

委 員 長 副委員長
１年 高木 倫 近藤友香
２年 岡部晃也 嶋﨑龍弥
３年 染矢夏実 （通年）

村民体育祭参加 創作ダンス・リレーなど多数！

１０月４日（日），村民運動会に生徒と教職員が参加しました。
生徒たちはリレーや清流祭で発表したダンス，教職員は地区ごとに
分かれリレーなど多々競技し，いい汗を流しました。

平成２７年１０月９日（金）

№ 12

文責 丹波中学校長 梶原勝由

担当は牛山智彦先生です
（次回は嶋﨑志津香先生です）

小中学校の頃，家庭学習はほとんどしなかった。みんながゲームに集中するように毎
日の授業に集中していて，授業内容はだいたいわかっていた。理科と社会はノートすらな
かった。教科書や資料集にやたらメモを書き込んでいた。物心ついてから小学校時代に
読み込んだいろいろな本の知識を改めて聞いているような感じだった。小中高の読書量
はそれだけで武器になる。
そんなやり方が全く通用しなかったのが英語だった。ローマ字から抜け出せず，簡単な

単語１つすら覚えられない。１年生の１学期は１日４時間毎日英語だけ，単語を書き込み
文章を読もうとしたが，まったく成果がなかった。平均点が80点のテストも50点とれるかど
うか…，勉強するのをあきらめた。２年生で洋楽が好きになり，歌詞カードを見ながら変な
英語を口ずさむことに熱中した。しばらくしたら授業が頭に入るようになった。試しに教科
書の文章を「丸暗唱」した。今でもいくつか覚えている。３年になっても続けたら勝手にわ
かるようになっていった。中学校時代は毎月漢字検定があったので，漢字も頑張った。語
学はまず語彙や例文をたくさん知っていることが必要だと学んだ。

担当は齊藤光弘先生です（宮島東先生です）

僕の通っていた中学校は，各学年３００人以上いる中学校でした。僕の学年は丙
午(ひのえうま)の学年で人数が少なかったのですが，それでも７学級(他の学年は
９クラス)ありました。クラスには４０人以上の生徒がひしめいていました。
時代は，松田聖子，小泉今日子，中森明菜，田原俊彦，近藤真彦・・・，アイド

ル全盛でした。そこら中に“聖子ちゃんカット”の髪型をした女の子達がいっぱい
でした。アイドル写真や下敷きが溢れていました。学校にはおっかなそうな先輩方
もたくさんいて，頭はポマードべったりのリーゼント，コートみたいな制服で中学
生なのに革靴をカチカチ(裏に鉄打ち)させながら学校に通っていた人もいました。
そんな先輩達がいる階段(２Ｆと３Ｆの間の踊り場)は怖くて通ることができません
でした。
僕らの学年は，“いたずら”好きの学年で，休み時間に先生方の駐車場に行って
みんなで車を持ち上げて違うところに動かしてしまったり，授業中の先生の口癖の
回数を数えクラスごとに張り合ったり，訳のわからないことを一生懸命やっていま
した。悪意のある“いたずら”ではなかったので，余り怒られた記憶がありません。
僕らは先生方がとっても大好きで，先生方も僕らをとてもかわいがってもらった記
憶があります。
もう３０年以上も前の話ですが，強く記憶に残っているのは，学校に行くのが楽

しくって仕方がない，そんな時間だったから。中学時代の仲間との経験が今の自分
の土台になっているような気がします。あの頃に戻れるなら戻りた～い。

冬服に模様替え

１０月１３日（火）は衣替え完全日です。今現在，冬服に
身をまとった生徒たちを見ると，一段と心身ともに成長して
いると痛感しています。
今年は，インフルエンザが例年より早く流行する兆しがあ

るようです。健康に留意し，元気モリモリで学校生活を過ご
して欲しいです。そのためには，「早寝・早起き・朝ご飯」です。


